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第三種郵便物認可

日
計
振
が
第
7
回
総
会
開
く
　
　
　
　
　
    　
　
陰
吋
面

計
量
史
を
さ
ぐ
る
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
     陰
面

計
量
関
連
団
体
が
総
会
開
く
桓
、
ほ
か
　
　
   　
     隠
面

都
道
府
県
計
量
行
政
協
議
会
総
会
開
く
、環
境
計
量
講
習
、ほ
か
    韻
面

日
計
振
2
0
0
6
年
度
事
業
計
画
、
役
員
　
　
　
　
 吋
面

計
工
連
2
0
0
6
年
度
事
業
計
画
、役
員
、表
彰
者
　
 右
面

資
料
・
第
3
W
G
報
告
書
案
歓
  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
面

齊
藤
勝
夫
氏
日
計
振
会
費
問
題
、社
説
　
　
　
 　
　
 烏
面

新
製
品
ニ
ュ
ー
ス
、
宮
城
県
計
量
協
会
創
立
　
周
年
、
長
野
計
器
総
理
大
臣
賞
、
ほ
か
  羽
面

55

計量普及活動を拡大、郵政の計管受託拡大

　
日
本
計
量
史
学
会
と
花
計

測
自
動
制
御
学
会
力
学
量
計

測
部
会
は
「
計
量
史
を
さ
ぐ

る
会
2
0
0
6
」
を
、
6
月

　
日
画
、　
日
臥
、
長
野
県

23

24

松
本
市
で
開
催
す
る
。

　
さ
ぐ
る
会
は
毎
年
開
催
し

て
お
り
、
今
年
は
第
1
日
目

が
研
究
発
表
会
と
懇
親
会
、

第
2
日
が
見
学
会
と
な
っ
て

い
る
。

　
研
究
発
表
会
は
2
部
制

で
、
第
1
部
は
招
待
講
演
。

小
松
芳
郎
松
本
市
文
書
館
長

が
「『
歩
兵
第
　
連
隊
』
レ
ン

50

ガ
建
築
の
実
測
復
元
図
に
つ

い
て
」、長
野
県
和
算
研
究
会

の
小
林
博
隆
氏
が
｢
信
州
和

算
資
料
調
査
報
告
｣
と
題
し

て
講
演
す
る
。
第
2
部
の
研

究
発
表
は
　
件
。

12

　
　
日
は
、
東
洋
計
器
珂
内

24
に
あ
る
「
山
下
喜
吉
は
か
り

展
示
館
」
を
見
学
す
る
。

【
概
要
】
◇
第
1
日
＝
講
演

会
、
研
究
発
表
会
（
　
時
〜

13

　
時
）、
懇
親
会
（
　
時
　
分

18

18

15

〜
　
時
）
◇
場
所
＝
ホ
テ
ル

20
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
松
本
（
J
R

松
本
駅
前
、
長
野
県
松
本
市

巾
上
3

2
、
電
話
0
2
6

3

3
5

6
4
8
0
）◇

第
2
日
＝
見
学
会
◇
場
所
＝

「
山
下
喜
吉
は
か
り
展
示

館
」
東
洋
計
器
珂
内
（
電
話

0
2
6
3

4
8

1
1

2
2
）

【
会
費
】
▽
講
演
会
・
研
究

発
表
会
＝
1
0
0
0
円
（
予

稿
集
代
込
）
▽
懇
親
会
＝
6

0
0
0
円
（
参
加
希
望
者
）

▽
見
学
会
＝
無
料

【
講
演
会
・
研
究
発
表
会
プ

ロ
グ
ラ
ム
】
◇
第
1
部
招
待

講
演
＝
▽「
歩
兵
第
　
連
隊
」

50

レ
ン
ガ
建
築
の
実
測
復
元
図

に
つ
い
て
（
松
本
市
文
書
館

長
・
小
松
芳
郎
）
▽
「
信
州

和
算
資
料
調
査
報
告
」（
長
野

県
和
算
研
究
会
・
小
林
博
隆
）

◇
第
2
部
研
究
発
表
＝
▽
天

明
二
年
（
1
7
8
2
）
の
松

本
藩
に
お
け
る
江
戸
枡
座
樽

屋
の
枡
改
－
天
明
二
年
寅
十

月
枡
改
一
件
、
浅
野
次
郎
右

衛
門
扣

（
山
田
研
治
）
▽

尋
は
5
尺
か
6
尺
か

和

船
解
析
時
の
尋
に
つ
い
て

（
松
井
哲
洋
）
▽
古
建
築
物

の
建
築
年
代
〔
神
社
建
築
〕

（
西
村
光
央
）
▽
江
戸
時
代

の
地
方
枡
に
関
す
る
実
測
結

果
（
大
網
功
）
▽
北
海
道
計

量
史
―
開
拓
時
代
を
中
心
に

―
（
蔵
原
清
人
）
▽
「
戦
時

下
日
本
の
熱
電
温
度
計
測

Ⅲ
」（
小
川
実
吉
、高
田
誠
二
）

▽
古
尺
の
熱
膨
張
率
の
実
測

（
高
田
誠
二
、
小
宮
勤
一
、

坂
手
弘
明
）
▽
肆
百
両
の
繭

型
分
銅
に
つ
い
て
（
山
下
喜

吉
、
小
林
健
蔵
、
山
田
研
治
）

▽
後
藤
家
正
本
分
銅
の
Ｓ
Ｉ

単
位
に
よ
る
測
定〔
第
1
報
〕

（
根
津
嘉
明
、
小
宮
勤
一
、

計
量
史
を
さ
ぐ
る
会
2
0
0
6

2
つの
招
待
講
演
と
　
件
の
発
表
、見
学
会
も

12

6
月
　
・
　
日
、長
野
県
松
本
市
で
開
催

23
24

　
花
日
本
計
量
振
興
協
会
（
日
計
振
）
は
第
7
回
通
常
総

会
を
5
月
　
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
マ
ツ
ヤ
サ
ロ
ン
で

29

開
催
し
た
。
総
会
は
、
2
0
0
5
年
度
（
平
成
　
年
度
）

17

事
業
報
告
、
同
収
支
決
算
報
告
を
承
認
し
た
。　
年
度

06

（
平
成
　
年
度
）
事
業
計
画
（
案
）、
同
収
支
予
算
（
案
）

18

を
決
め
た
。
第
1
種
会
員
（
地
区
計
量
協
会
）
の
会
費
改

定
を
決
定
し
た
。　
年
度
（
平
成
　
年
度
）
か
ら
実
施
す

07

19

る
。
役
員
を
改
選
し
、
飯
塚
幸
三
会
長
ほ
か
新
役
員
を
選

任
し
た
。
新
し
い
試
み
と
し
て
　
年
度
に
同
会
が
実
施
し

05

た
補
助
事
業
調
査
委
員
会
の
成
果
を
発
表
し
た
。
計
量
功

労
者
表
彰
式
を
挙
行
し
、　
名
を
表
彰
し
た
。
総
会
終
了

44

後
、
懇
親
会
を
開
い
た
。

地
方
計
量
協
会
会
費
の
不
公
平
を
是
正

試
験
・
校
正
業
務
も
拡
大

馬
場
章
）
▽
古
分
銅
の
体
積

の
音
響
に
よ
る
測
定
（
小
宮

勤
一
）
▽
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

計
量
史
序
説
芋
（
黒
須
茂
）

▽
メ
ッ
シ
ェ
ン
と
ド
ラ
ン
ブ

ル
「
メ
ー
ト
ル
法
の
基
礎
」

に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
現
地
調

査
報
告
（
西
田
雅
嗣
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
日
本
計

量
史
学
会
事
務
局
＝
〒
1
6

2

0
8
3
7
、
東
京
都
新

宿
区
納
戸
町
　

1
、
電
話

25

／
Ｆ
Ａ
Ｘ
0
3

3
2
6

9

7
9
8
9
、

：

補
助
事
業
調
査
の
成
果
を
発
表

　
飯
塚
幸
三
会
長
は
あ
い
さ

つ
で
、
計
量
関
係
3
団
体
が

統
合
し
て
新
団
体
に
な
っ
て

か
ら
7
年
目
に
入
っ
た
と
述

べ
、
日
計
振
が
実
施
し
て
い

る
事
業
の
概
略
を
紹
介
し

た
。
統
合
以
来
の
課
題
で

あ
っ
た
、
地
方
計
量
協
会
会

費
を
公
平
な
分
担
の
観
点
か

ら
改
正
す
る
こ
と
に
し
提
案

し
て
い
る
と
し
た
。
飯
塚
会

長
は
、
日
計
振
が
目
指
す
べ

き
方
向
な
ど
建
設
的
議
論
を

期
待
す
る
と
述
べ
た
。

　
事
業
報
告
や
方
針
に
関
し

活
発
に
議
論
さ
れ
、富
山
県
、

神
奈
川
県
、
新
潟
県
、
千
葉

県
、
東
京
（
計
量
士
）
の
代

議
員
が
質
問
や
提
案
な
ど
を

し
た
。

　
年
度
の
新
た
な
取

06り
組
み

　
　
年
度
（
平
成
　
年
度
）

06

18

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
①

計
量
の
普
及
啓
発
、
②
計
量

管
理
の
推
進
、
③
計
量
の
教

育
・
訓
練
、
④
計
量
の
情
報

調
査
・
交
流
、
⑤
試
験
・
校

正
事
業
（
試
験
・
校
正
セ
ン

タ
ー
）、⑥
郵
政
公
社
計
量
管

理
受
託
業
務
、
の
6
事
業
を

軸
と
し
て
事
業
展
開
す
る
。

本
年
度
は
、
以
下
の
新
た
な

取
り
組
み
を
推
進
す
る
。（
詳

細
は
④
面
）

①
一
般
消
費
者
へ
の
計
量
普

及
活
動
を
拡
大
す
る
＝
▽
学

校
、
消
費
者
へ
の
計
量
教
育

と
情
報
提
供
の
拡
大
（
何
で

も
は
か
っ
て
み
よ
う
コ
ン
テ

ス
ト
の
実
施
な
ど
）
▽
計
量

器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
制
度
の

拡
充
（
も
っ
と
全
国
規
模
で

実
施
、
検
討
委
員
会
つ
く
り

推
進
）、②
郵
政
公
社
計
量
管

理
受
託
業
務
を
継
続
・
拡
大

す
る
＝
▽
　
年
度（
　
年
度
）

06

18

郵
政
公
社
計
量
管
理
業
務
継

続
受
託
▽
ロ
ー
ソ
ン
の
通
常

郵
便
物
用
は
か
り
の
代
検
査

業
務
の
新
規
受
託
、
③
計
量

士
の
資
質
向
上
、
職
域
拡
大

の
対
応
策
を
検
討
す
る
＝
▽

計
量
士
業
務
の
拡
大
と
計
量

士
制
度
改
訂
へ
の
対
応
検
討

▽
計
量
士
の
研
修
の
あ
り
方

調
査
、
④
試
験
・
校
正
事
業

の
拡
大
を
行
う
＝
▽
質
量
の

J
C
S
S
校
正
事
業
者
の
登

録
申
請
（
試
験
校
正
セ
ン

タ
ー
）（
吋
面
へ
つ
づ
く
）




